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令和６年度第２回小金井市医療的ケア児支援連携推進協議会 

 

日  時  令和６年１１月８日（金）午後６時から 

場  所  市役所第二庁舎・８０１会議室 

出席委員   １１人 

 会 長   副 島 賢 和 委員 

 委 員   有 泉 千香子 委員  富 永 智 一 委員 

       小 林 真理子  委員  岸 野 奈 美 委員 

       石 川 敦 子 委員   砂 川   愛 委員 

       岡   陽一郎 委員   名 取 知 子 委員  

       新 井 しのぶ 委員   

       佐々木 由 佳 委員 

 欠席委員   石 川 祐 介 委員 

 

                                   

事務局職員 

自立生活支援課長           天野 文隆 

自立生活支援課相談支援係長      小池 直明 

自立生活支援課相談支援係主査     本木 典子 

関係課職員 

保育課長               中島 良浩 

保育係長               清水 一樹 

小金井市医療的ケア児コーディネーター 田村 

小金井市医療的ケア児コーディネーター 内田 

                                   

傍 聴 者  ０ 人 

（午後６時００分開会） 

◎会長 皆さん、こんばんは。やっと富士山に雪が降ったということで、数年前

の写真見たら、もう９月に雪が降っていたので、やっとかなと思っていますが、

病院も具合の悪い子たちが増えているので、皆さんもお大事にと思っております。 

 では、第２回の小金井市医療的ケア児支援連携推進協議会を、定刻になりまし

たので始めたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

 では、会議を始める前に、事務局さんから連絡事項と配付資料の確認をお願い
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いたします。 

◎事務局 事務局です。まず連絡事項です。本日は関係課の職員として、子ども

家庭部保育課から保育課長の中島と保育係長の清水の２名が出席しております。 

◎会長 よろしくお願いします。 

◎事務局 続きまして、配付資料の確認です。本日配付しております資料は、１

点目が本日の次第、それから資料１として、支援対象登録児リスト、資料２とし

まして、支援対象登録児の状況別集計表、以上３点でございます。 

 なお、資料１につきましては、お名前を伏せてはいるものの、内容から個人が

特定される可能性がありますことから、配付は委員のみとし、傍聴用は用意して

ございません。また、ホームページへの掲載も控えさせていただきますので、御

了承いただきたいと思います。 

 不足等ございましたら、挙手をお願いします。 

 ないようでしたら以上になります。 

◎会長 皆さん、よろしいでしょうか。 

 では、早速、議題に入ります。議題１です。報告事項です。報告事項ア、医療

的ケア児コーディネート事業の実績報告を議題といたします。 

 事務局さん、説明をお願いいたします。 

◎事務局 前回の協議会におきまして、令和５年７月から、医療的ケア児コーデ

ィネート事業を開始した旨と、開始以降の事業実績につきまして報告したところ

ですが、その後の状況につきまして、医療的ケア児コーディネーターより改めて

御報告いたします。 

◎会長 では、お願いしてよろしいでしょうか。 

◎コーディネーター はい。 

◎会長 ありがとうございます。 

◎コーディネーター 医療的ケア児コーディネーターから現状の御報告させて

いただきます。 

 前回より１名増えまして、まず把握のほうなんですけれども、資料の１ですね。

１９名になりました。あと、その下に２０、２１番の方がいるんですが、この２

人、医療的ケア児であろうというところなんですが、まだつながれてない方２人

と、あとここにちょっと載ってないんですが、もう２人、今度、退院してきたん

ですが、どこに住んでいるかも分かっているんですけど、まだ連絡が取れていな

い状況の子、計４名が、まだつながっていない状態です。把握としては２３名に

なっていくかなということです。 
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 あとは次の資料２に移らせていただきます。 

 上の分析表に関しましては、どういった医療的ケアが必要かという人数把握で

あります。人工呼吸器は２名いますとか、そういったふうに見ていただければと

思います。経鼻管とか胃瘻とかは一番多いかなというところになっております。 

 あとは、その２つ下のところで、現在、コーディネーターのほうで特に関わら

せていただいているのが、保育園だったり小学校だったりに入園・入学していく

方のサポートを特にやらせていただいております。現在は来年度入学予定の方が、

入園希望の方が３名おります。今のところ、もう一人は再来年度でしたいという

方が１名。この３名に関しては、今、保育課さんと親御さん、みんなでの協議に

入り始めております。 

 以上となります。 

◎会長 御説明ありがとうございました。 

 皆さんのほうから、資料と今の御説明も併せて、御意見や御質問があればお願

いいたします。 

 ちょっと教えていただいてもいいですか。１２番のお子さんは１７歳ですよね。 

◎コーディネーター はい。 

◎会長 終了というのがあって、理由として医療的ケアが外れたとか引っ越した

というのがあるんですけど、例えば、このお子さんなんかは１８になったら、こ

れは外れるということになるんですか。 

◎コーディネーター １８歳まで。 

◎会長１９になったら。 

◎コーディネーター はい、そうですね。外れていく方は、もちろんありますし、

１８歳を越えた方というのは、この子が、多分、始まってから初めての子になっ

てきます。年齢で介入なしになってくるのは今回が初めてなので、どうなってい

くのかは自立生活支援課のほうとお話をしながら進めていかなければなと思っ

ております。 

 今おっしゃっていた医ケアが外れた場合の、外れたから、じゃあ、ということ

にはなりづらいというか、お母さん、お父さんももう少しサポートしてほしいと

いうことを言われたりして、そのときは切りがいいところというか、納得してい

ただけるところまではお付き合いさせていただいてという方たちは中にはいま

す。 

◎会長 なるほど。そういう児童という枠が外れた成長した子供たちというか、

大人というのかもしれないですけど、そういう方たちにも、その続きの支援が途
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切れないような形ではなっていくんですかね。 

◎コーディネーター はい。この子たちというか、１８歳までの子たちもそうな

んですけども、アイビー、医療的ケア児コーディネーターのほうでは、一番の仕

事は適切な機関につなげていくというところになりますので、１８歳超えてて、

例えば、相談支援員さんなどにつなげて、こういった希望がありますよというの

をしっかり申し送って、そこからまたサポートに入っていくという形になると思

います。 

◎会長 ありがとうございます。中学生、高校生がいるなというのと、小学生が、

５番の子が６年生で、恐らく来年、中学生になるのかなと思いながら見ていたの

で、それも普通級に通っている子なので、きっと普通級の中学校に行く子なんだ

ろうと思っていたので、結構、自分が関わっても切れることが多いので、そんな

ふうに思っています。 

 ナンバー３のお子さんは、この４月から保育園に入園できましたというお声い

ただきましたので、何か、その辺のこと、ちょっと、言える範囲で。 

◎保育機関関係委員 そうですね。入園をされました。私たちも初めての受入れ

でしたので、どういうふうにというところはあったんですけれども、いろいろ医

ケアコーディネーターや児童発達支援事業所に助けていただきながら、今も引き

続きなんですけれども、受入れをしているんですけれども、現在は随分、保育園

に来てリズムができたり、それから園のお食事を提供するという形で、お食事が

口から取れるようになってきたというところで、今現在は経管のほうは今の段階

では取れているというところで、冬、これからですけれども、夏場も元気に休む

ことなくというか、通われていたというところがあります。 

 おうちではちょっとあれでしたけれども、園では元気に過ごせているかなと思

っています。 

◎会長 どうもありがとうございます。そういう情報とか、皆さん、関わってい

らっしゃる中での情報とかでもありがたいので、もし何かありましたら。 

 では、資料１と２に関してはよろしいでしょうか。もし、また何かありました

ら教えてください。 

 では、議題の（２）に行きます。協議事項のほうに参ります。 

 「医療的ケア児の受入れ体制について」を議題とします。前回の協議会からの

引継ぎの議題です。あくまで、この委員会は市が方針を検討するための参考意見

ということです。保育園等で医療的ケア児を受け入れるに当たり、どのようなこ

とが必要かについて、それぞれの立場からいろいろな意見を出していただきまし
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た。事務局から資料が用意をされておりますので、御説明のほう、お願いいたし

ます。 

◎事務局 事務局です。資料３を御覧ください。こちらは５月２４日に開催しま

した第１回目の協議会の会議録の中から事務局のほうで幾つかの御意見を抜粋

したものになります。前回に引き続き協議するに当たりまして、参考にしていた

だければと思います。 

 説明は以上です。 

◎会長 資料３のほうには、議題と、それから御意見について書いてあります。

看護師の確保として、訪問看護ステーションに委託契約するという形もあるとい

うこと、入園等の手続に必要な書類一式のようなフォーマットとしてあるといい

ということ、対象児へ配慮した環境の整備（特別感のないトイレなど、周囲に分

からない工夫）が必要であるということ、外遊びや運動、ほかの子との一緒の行

動への配慮として、何かできることは一緒にやる、体力的にリズム的に合う年齢

のクラスと一緒に行動するなどをしているということ、そして、専門職の人材リ

ストアップができるとよいのではないかということですが、前回出された御意見

も参考にしながら、それに対する御意見、新しい御意見なども含めて、医療的ケ

ア児の受入れ体制について、何か皆さんから御意見などありましたらお願いいた

します。 

 では、医療機関関係委員、お願いします。 

◎、医療機関関係委員 訪問看護ステーションと委託契約すること、これの可能

性についてお聞きしたいんですけど、誰にお聞きしていいのか分からないんです

けど。１個目の、この意見で、看護師の確保として、訪問看護ステーションに委

託契約するという形もあるということなんですけど、最近、医療的ケア児に特化

した訪問看護ステーションを検討しているという方とあったんですが、もしこれ

が業務委託契約となると、訪問看護という形だと、居宅に行かなければいけない

というルールがありまして、そうじゃない、例えば、保育園とかに看護師さんた

ちが出ていって、その分の、もちろん業務を行うということで、それを市なりが

どこかと委託契約をして、その分の報酬というか、そういうのが、ちゃんと出る

ような形というのは、可能なものなんでしょうか。全然ざっくりしていて申し訳

ないんですけれども。 

◎会長 どちらにお聞きすれば。 

◎医療機関関係委員 どちらにお聞きすればいいんですかね。 

◎会長 医療機関関係委員、お願いいたします。 
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◎医療機関関係委員 訪問看護かどうかというところに関しては、通園・通学の

支援を行う看護師を訪問看護ステーションから出すんですけど、あくまでも指定

訪問看護ではなくて、業務委託という形で、看護の提供はするんだけれども、訪

問看護で算定ということではなくて、その費用は自治体から出るという形は可能

になります。 

◎会長 おうちに行かなくても、その看護師さんに来てもらうというのができる

ということですか。 

◎医療機関関係委員 医療機関関係委員がおっしゃっているのが、訪問看護ステ

ーションから訪問看護に行ったという請求を行う場合だと思うんですけど、保険

一切使ってなくて、あくまでも全て自費みたいな感じで、その自費の部分を市が

訪問看護ステーションに払うという形が委託契約だと思っているんですけど、合

ってますよね。 

 なので、委託で受けた業務に関しては、指定訪問看護という形ではなくて、自

費の訪問看護で行くという形になります。 

◎医療機関関係委員 そういった場合は、予算を取ってという、そこからという

ことになりますよね。 

◎会長 そうです。 

◎医療機関関係委員 何となく、そういう医療的ケア児に介入してもいい。いわ

ゆる受入れ。いわゆる保育園や、いろいろなところに受入れ体制をつくるのに、

それの専門のスタッフが派遣されていて、見てくれるという形がつくれれば、そ

ういう施設もみんな安心して受け入れてもいいという、ハードルが低くなるんじ

ゃないかなと思って、とてもいい形なのかなと感じたので、一つアイデアがある

ということを挙げさせていただきました。そういった可能性が、もしそういう予

算を取るのが可能であれば、取れるとなれば、いろんな取組に専門のスタッフで

サービスをすると。いかがでしょうか。 

◎会長 皆さん、御理解いただけましたか。 

 じゃあ、コーディネーターさん、お願いします。 

◎コーディネーター 訪問看護ステーションの話と同じ内容だと思うんですけ

ど、例えば、学務課のほうから依頼がありまして、普通級に通っている導尿の子

なんですけれども、その子が１日３回導尿しなければいけないといったときに、

学務課、教育委員会のほうと学童のほうで児童青少年課のほうが、それぞれで予

算を立てて、１日、学校には２回、学童には最低１回となると、この２回も１年

でやって、１回幾らになります。それを３６５日、２００日ぐらいが大体登校日
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なんですけれども、夏休みになると、今度、学童が３回になるというのを全部計

算して、１年分の、まず予算が出ている。行った回数に、それが全部出るのでは

なくて、行った回数に応じて、単価の、１回単価でいただくというやり方は、今

の学校などでやっている。 

◎医療機関関係委員 もう既にやられているわけですね。 

◎コーディネーター はい。 

◎会長 ということは、入学前に、もうそういう子、その子、この子をと契約を

していくんですか。 

◎コーディネーター そうです。 

◎会長 入学してから、入学前。 

◎コーディネーター 入学が決まった、この学校に決まったって、決まった時点

で、その学校の校長先生とかと話し合いながら、どういうふうに看護が入ってい

くよとか、そういうのを話し合っていくので、まずはその学校が決まらないとい

けないということが。受け入れるというところ、学校のほうが受け入れますとい

うところから、まず始まっていくので、その辺から話はコーディネーターとかは

したりするんですけど、そうすると、今度、外部のほうの委託というところにお

願いをしてという流れになって。 

◎会長 最近、学童は結構、民間委託になっているじゃないですか、小金井市も。

そうすると、そこと契約する形になっていますか。 

◎コーディネーター 学童というより、学童のお金を出すのが児童青少年課とい

うところなので、そこが予算を立てて、訪問看護ステーションさんにお支払いす

るという形になっております。 

◎会長 すいません。私が一番分かってなくて。ありがとうございます。 

 そういう学校とか園とか、放課後も含めて、何か情報としてお持ちの方とか、

お気づきになっている方とかいらっしゃいますか。 

◎医療機関関係委員 ごめんなさい。今の、ちょっと話が。 

 前回の会議で、予算を立ててからじゃないと準備ができなくて、その予算が立

つ時期がという話があって、そうすると送り送って準備が整わなくてというふう

になっていくという御意見があったと思うんですけれども、それは今の話だと、

ちょっと解消されたという感じになりますか。 

◎コーディネーター 前回のお話のとき、保育園のほうのお話がメインの話で、

小学校のほうは、決まるのがまず早いですね、小学校の場合は。なので、動きも

早くできるんですけど、保育園の場合は内定が決まるのが１月末から２月という
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ところからのスタートになるので、すごくばたばたしちゃう。しかも、それまで

は内定が決まるまでは基本的に動けないという。話はできても、それに対して、

じゃあ、見積り、予算立てますよとかいうのは内定から先になるので、そこがど

うしても時間が、はい、というところが前回の話でした。小学校とかとはちょっ

と流れが違うので。 

◎医療機関関係委員 じゃあ、この課題はまだ残っているということですね。保

育園に関しては。 

◎関係課職員 今言われた部分は、端的に小学校は義務教育だからだと思います。

保育園や幼稚園は義務教育ではないので、学校のほうは義務教育という形で、就

学に向けて手続、決まった形で進めますし、学校という部分で決まってきますけ

ど、保育園や幼稚園は、今、義務ではございませんので、任意のサービスですの

で、希望したからといって必ず使えるサービスでもないですし、キャパシティー

がそれだけあるわけでもございませんので、特に保育園については待機児も多い

という中で、保育園のほうは、いろんな方が希望されます。その中で受入れの方、

落ちる方もいらっしゃる中での入園なので、こういう医療的ケアが必要なお子さ

ん以外も含めてですけど、そもそもの仕組みが違うというところは、まず念頭に

置いていただければと思います。 

◎会長 ありがとうございます。そうすると、もうこの子がこの園に入るよと決

まってから動き始めるという形になるということです。予算とかも含めて。 

◎関係課職員 そうですね。 

◎会長 そうすると、もう４月の１日から、どうぞお使いくださいという感じに

はなっていかないということですね。なかなかそういうのは難しいということで

すね。 

◎関係課職員 そうですね。確定しなければ準備ができない状態があります。先

ほどコーディネーターからもお話がありましたけど、施設、本当に様々です。皆

様御存じか分かりませんけれども、保育園や幼稚園、それぞれ特色もありますし、

建物も一律ではないです。建物自体が、例えば、対応がなかなか難しいつくりの

保育園もあったりします。保育のやり方も様々ですし、例えばですけど、学年ご

との保育をやっている保育園もあれば、市の公立保育園の４園では、３・４・５

歳クラスを合同で異年齢保育というやり方をやっています。そういった異年齢の

集団の中で、医療的ケアが必要なお子さんが、その集団の中に入ったときに、ど

ういうお預かりをするか、そこの環境ができるのか、人手の人的対応が取れるの

か、本当に条件、様々違うと思っています。学校ほど、まず進学するところのエ
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リアで学校が早めに決まるとかでもないですし、どういった施設、一律ではない

部分が非常に強いですね。公立の小学校であれば、ある程度、一定の考え方でで

きると思いますけれども、保育園、幼稚園は本当に施設ごとに特徴があります。

古い幼稚園さんや保育園であればなかなか難しいけれども、バリアフリー自体も

部分的に未対応であったりもします。そういったところの入口もそうですね。 

 医療的ケアに限らず、車椅子を園の中で使いたいといっても、つくりが古くて

車椅子が廊下を通るときに人が擦れ違えない施設があったり、状況としては、そ

ういったのがある中で、そういった中でも登園が、施設、通うところを、ここで

決まるとなった場合は、そのタイミングで、その施設でどういったサービスが必

要かを考えていく形にはなると思います。その中で、どうしても人的な部分、施

設的な部分で対応が難しいので、だからどうしようというところのお話は、その

間、ケースに応じてコーディネーターの方と保護者の方とのお話になるかと思っ

ています。 

 保育や幼稚園だけではなくて、冒頭の話でもありましたけれども、どのサービ

スが一番適切なサービスかを、コーディネーターの方が御案内をするのが理想だ

というお話ありましたけれども、まさしくそうで、保育園や幼稚園に入れば終わ

りではないんですね。この保護者の方たちへのサポートという部分では。そこが

ゴールではないので、そうすると、その方たちへ適切なサポートというのはどう

いった形でやっていくのが望ましいか、そこも見据えてになります。預かりの部

分だけで特化して、言えば、先ほどお話があったように、訪問看護の方が来てい

ただければいいとか、ピンポイントではそういう見方になりますけれども、それ

が問題の解決なのかというところについては、預かりの部分の担当している部署

としては、それ以外のお話とかニーズが預かる保護者の方から施設に対しては、

どうしてもお話があるものですから、そういったところも含めて考えていく必要

はあるかなと。現場のほうの部分では、そういった部分の苦労もあります。 

 予算のほうについては、やはり決まらないと、予算というのがあやふやな状態

では、市のほうとしても御用意する内容自体が固まらないという事情もあります。 

 以上です。 

◎会長 どうもありがとうございます。だとすると、やっぱり医療的ケア児コー

ディネーターさんの役割が大きいですね。ずっと、その子たちが大きくなってい

くのを見ながら、その役所のシステムとかと折り合いをつけていく役割を担って

いかないといけないですもんね。ありがとうございます。 

 ほかに何かありますか。今のことに関してでも大丈夫です。そうですよね。シ
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ステムだけでもいかないし、こういう役割が必要なのかなと思います。 

 いかがでしょうか。どうぞ、御自分のお立場から考えて、お話しいただいて構

いません。 

◎保健機関関係委員 今の保育園の受入れのお話があったんですけれども、医療

的ケアもそうなんです。年齢的なもので、保育園の入園が申し込める年齢とかっ

て、小金井市さんで決まっているんですか。 

◎会長 でしょうか。教えていただけるとありがたいです。 

◎保健機関関係委員 ゼロ歳児から医療的ケア児の方も申込みができて、その施

設との調整がつけば受入れが可能な年齢、ほかの自治体さんだと、例えば３歳以

上で受け入れますとおっしゃっている自治体があったり。 

◎関係課職員 そちらについては、市のほうとして、まだきちんとした、そもそ

も医療的ケアのお子さんへのサポートの市としての方針というか、大きな部分が

ないものですから、保育のほう、学校もそうだと思いますけれども、小金井市と

しては、どういう医療的ケアのお子さんを、いつから対応したほうがいいのかと

いう大元のところがないので、現状としては個別の一件一件の相談で御対応して

いるというのが実態になります。市全体の方針というか。ですので、個別の御相

談一件一件に対応して、その中でニーズとか、また、その方の状況とかで、今、

使われている児童発達支援サービスのほうを優先されるのかとか、御家庭の状況

とかですね。あとは希望される施設がどういったところか。 

 いずれにしても、方針というか、大きなものがない限り、ゼロから受け入れる

ように小金井市としてしていくんだというような明確なものが何かあるかと言

われると、現状ございませんので、一応、そういうふうにお答えをさせていただ

きます。 

◎会長 ありがとうございます。質問もありがとうございました。ここの話し合

ったことが、そのままというわけではないので、皆さんの御意見を、だからこそ

お聞きしたいんですけど。 

 お願いします。教育機関関係委員。 

◎教育機関関係委員 親御さんがどういう教育だったりサービスだったりを御

希望されているかによって、どういった施設がその子に適しているかといったと

ころになると思うんですけれども、例えば、身体的な障がいのみで、知的な障が

いがおありでないお子さんで、ゼロ、１、２だった場合は、そういったお母様の

日常の生活の補助プラス、お仕事されていかなくちゃいけない、そういったとこ

ろの生活サポートだったら保育が一番いいですし、幼稚園というのは、３、４、
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５歳を小学校入学までお預かりする機関です。もちろん保育園さんも、３、４、

５歳いらっしゃるけれども、何か幼稚園、保育園の教育、集団で過ごすことによ

って、何かお子さんに対して、いろいろな教育のエッセンスを、人生のスタート

の最初の教育の何か場として、お子さんを体験させてあげたいという。親御さん

がどういうものを御希望されるかといったところでないと、一概には関係課の職

員さんがおっしゃっていたように決められないので、特に幼稚園の場合は、補助

金がどういうシステムで、どう運用しているかといったところも保育園とは全く

違って、環境の整備をどういうふうにしていくかとか、人件費をどういうふうに

していくか、様々なそういった環境を整えるに当たっては、そんなに簡単に、ぱ

っと数週間でお預かりするというわけいかないので、その辺を考えていかなくち

ゃいけない、難しい問題もあるかなと思いますし、入学、入園のシーズンも、幼

稚園は１１月に募集があって、合格発表、決まりますけれども、保育園のほうは、

そこが違ったり、いろいろ保育園、幼稚園でスタートが違う、仕組みが違うとい

うところで、一概に関係課さんでも難しいところがあるのかなと思います。 

◎会長 ありがとうございます。親御さんのニーズを考えたときに、そこまで教

育方針を考えて幼稚園に入れる、保育園に入れるということを考えていらっしゃ

る親御さんがどのぐらいいるのかなと思っていて、働きたいからとか、働かなけ

ればならないからとかっていうお声のほうが。 

◎教育機関関係委員 多いですか。 

◎会長 すごく多いなと思って。 

◎教育機関関係委員 すいません。私の園が受入れをしたことがあるお子さんの

場合は、ケアは必要なんだけれども、全てにおいて特別な支援じゃなくて、ある

意味、ほかのお子さんと一緒に過ごせるんだけれども、そのプラスアルファの部

分を幼稚園に居ながらケアしてくれないかといったところの例がありましたの

で、そのようにちょっと感じていた部分もありますし、そういったケアももちろ

んだけれども、そういうお水遊びができるとか、いろいろなおもちゃ、教育的な

おもちゃをたくさん使ったモンテッソーリ的な教育がある、そういったノウハウ

がある保育園さんがいいとか、全く考えてないのかなというところ、親御さんの

本当の思いはあるんじゃないかなと思うんですよ。分からないから何もない。た

だ病院のところに入れてしまうとなると、やっぱり何か見る、聞く、その場にい

る、いろんなところが入る、そういった環境を選ばれたいなというのはあるんじ

ゃないかなんて、ちょっと思ったもんですから、すいません。よく分からなくて。 

◎会長 いえいえ、ありがとうございます。 
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 そうすると、今、小金井市さんがやっているように、個別のやり方でやってい

くという方のメリットを使っているということですかね。そうなんですねと思っ

たんですけど、その現状、小金井市としての方針は、明確にそういうものがある

わけではないというお話だったので、何か、どっちかというわけじゃないんでし

ょうけど、そんなふうに考えていました。ありがとうございます。 

 ほかに。障害福祉関係機関関係委員お願いします。 

◎障害福祉関係機関関係委員 すみません。教えていただきたいんですけれども、

受入れというところで、今、お話があったように、人材不足ですとか、あとハー

ド面の壁というのはあるかと思うんですけれども、実際に園や学校につなぐこと

ができた中で、次はどのように保護者の方も安心して預けられるか、もしくはお

子さん自身も安心して生活を送っていけるか。逆に受入れ側のほうも、ほかのお

子さんたち以上に命と向き合う機会もあるかと思うんですけれども、連携に関し

て、何かこんなふうにやってきたとか、いかに受入れする職員側の不安な気持ち

というか、実績があれば少しずつ、こういう感覚かなと分かってくると思うんで

すけれども、そういう経験がないときのフォローの仕方みたいな事例があるよう

でしたら教えてください。 

◎会長 じゃあ、コーディネーターさんお願いします。 

◎コーディネーター 幾つかの事例があるんですけれども、保育園は命のリスク

というんですか、一番最初に、それは看護師さんじゃなくても、保育士さんでも、

園長さんでも、みんな一緒に「怖い」というところから、まず入ってくるところ

だと思います。 

 じゃあ、看護師さんが入ってきました。だから、もう大丈夫かというと、その

看護師さんも、やはり「怖い」という形になっていくので、その子がどういった

ケアが必要かというのが分からないので、そうなっているところが結構あるんで

すね。なので、私どもがやれているかなというところは、例えば、前も言ったん

ですけど、まず療育のほうにしっかりつながって、訪問看護師さんとか、そうい

う、その子のこと、スペシャリストな関係者、医療、療育の方たちがいたりって

なって、そのすごい知っている人たちが、さっき保育機関関係委員も言ってらっ

しゃったんですけど、その人たちがチームになって、その子のことをサポートし

ながら、次の保育園につなげていくというやり方が、今一番、保育園のほうも受

け入れる体制を整えていきやすい。そのお母さんも、ちょっとの間、療育に行っ

て、「保育につながるための療育」を行っていくということで、全員が合意してい

くというところが、今一番、例えば児童発達支援事業所での保育所等訪問支援で
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看護師が行って、例えば、導尿であれば、こういうふうにやると泣かずにできま

すよとか、こういう医ケアのときに注入スピードが速いので、ゆっくりすると吐

いたりしませんよとかというのを一回一回教えに行く人がいるとなると、すごく

受入れがよくなってきたりします。 

 ただ、それは前も言った定期的な医療ケアというところはそれで済むんですけ

ど、例えば、発作で息を止めてしまうとか、そういったときの受入れはすごくハ

ードルが高くなっていくので、知っている人が行ったからって、いやいや、うち

でそうなったらちょっと怖いのでという意見は、でも、それもすごく分かるなと

いうところがあるので、その辺の、ちょっとどうなるか分からないという子の受

入れを、今後はもっと考えていかないといけないんじゃないかなって、今、感じ

ております。 

 保育園さんとよくお話しするんですけど、すごくよく考えていただいて、どう

したら受け入れられるのかとか、いや、でも、ここがちょっと難しいよねという

意見は、すごくお話をしてから答えを出しているので、なので、とても分かる意

見もたくさんあったりするので、というつなげ方は、今しております。 

◎会長 お願いします。 

◎障害福祉関係機関関係委員 今、療育の話と保育所等訪問の話があったと思う

んですが、今、療育の中でも、保育園に行きたいという御希望が強い方がたくさ

んいらっしゃって、じゃあ、そのためには、安心して保育園のほうに行けるため

にはどうしたらいいのかというところで、私たちのほうでも、保育所との交流会

を、医療ケアだけじゃないですけど、やり始めました。 

 全ての医療ケアの子が保育所等に行けているわけじゃないんですけれども、児

童発達支援事業所の中で、どういうことが必要で、こういう仕組みが必要でとか、

私たちがその子たちのことをしっかり分かってから保育園につなげていけると

いうところも、保育園の中では安心できる材料なのかなとも思いますし、保育園

に行く前から児童発達支援事業所のほうに来ていただいて、こういう子で、こう

いうケアが必要でというところも、お母様たちの承諾を得た上で実施したりしな

がら、保育園に行く前から連携を取ってしております。 

 やっぱり先生たちのほうは、「受け入れたいんだけど、すごく不安なんです」と

いう思いが、それもお子様の命だったり、お子様がどういうふうに楽しく過ごし

ていけるのかというところの思いからだと思うんですけども、いろいろ連携取っ

たり、児童発達支援事業所のほうに来ていただいたりする中で、不安を少しずつ

でも拭えていけるような体制を取れているのかなとは思っていますし、また、保
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育園に通えるようになってから、児童発達支援事業所から医療的ケアのことであ

れば、看護師のほうが向かわせていただいて、一緒に相談したりとか、こういう

ところをちょっと変えてみてもいいんじゃないかというお話をさせていただい

たり、環境のところだったり、なかなか姿勢が安定しない子だったりという子が

あれば、理学療法士だったり、作業療法士だったり、伺わせていただいて、その

子の環境も見させていただくという形で連携を取らせていただいております。そ

の中で、お母様も御家族の方も、保育士さんたち、看護師さんたちも、少しは不

安が拭えているんじゃないかなと思っております。 

◎会長 ありがとうございます。次の議題２のほうの協議事項の２のところも、

その不安についての話になっていくと思うんですけど、それぞれの施設でそうい

う命のリスクの高い子供たちを受け入れるに当たっての不安を、どんなふうにし

て下げる取組をされているかというの、もし、いろんなそれぞれの施設やお立場

で教えていただけたらなと思います。 

 うちの病院の場合も、子供たちが退院して学校に戻っていくに当たって、学校

側はものすごく不安を抱えられて、こういう場合はどうでしょう、こういう場合

はどうでしょうっていう中で、ドクターが、救急車呼んでくれればいいですって

いう。その子じゃなくても、別の子がそうなったら救急車呼ぶでしょうという、

うちにはそういうドクターがいて、だから大丈夫ですと言って、すぐ呼んでくだ

さいと言う人がいたりするんですけど、その辺は同じ立場からどんな感じですか。 

◎医療機関関係委員 いや、回答がはっきりしていて、分かりやすいですかね。

それで不安が拭えるようであれば、受け入れる病院はありますけど。でも、明快

な回答で、みんなの不安を取る回答でいいかもしれないです。 

◎会長 そういうドクターでした。 

 皆さんのところはいかがでしょうか。いきなり教育機関とか聞いてもいいです

か。でも、医ケアの子はいないのかなと思ったりするんですけど。 

◎教育機関関係委員 よろしくお願いいたします。 

 本校では、まだいらっしゃってないのですが、例えば今この資料１見せていた

だいて、この子たちが大きくなってきたら、うちに来るということは十分あり得

るなと思ったときに、まず部屋がないというのだと。すごく疑問に思ったのが、

例えばモニターであるとか、洗浄であるとかというのの、どのぐらいの規模の部

屋を用意したらいいのかというのとか、そこに携わる方々の控室というのも必要

なんだろうとかって。本校も、多分、でも、小金井市内の中学校も、皆そうだと

思うんですけれども、少人数であるとか、不登校別室であるとか、今、いろいろ
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な方、外部の方が入っていて、全然部屋がない状態になっています。こういう医

ケアの子たちが入ってきた場合というのは、じゃあ、どうするんだろう、どのぐ

らいのサイズの部屋が必要なんだろうなというのを、すごく今、しみじみと考え

ていました。個別対応だとは思うんですけれども、そういう不安でしかないです、

そうなると、やっぱり。 

 人的なほうは、もういろいろと支えていただけるだろうなと、今のお話で分か

ったんですが、うちのほうの施設の問題がすごく大変だろうなって考えました。 

 以上です。 

◎会長 ありがとうございます。急に振ってすみません。でも、人的なほうはと

いうお話を聞いて、ちょっと安心しました。 

 障害福祉関係機関関係委員のところは、関連して何かありますか。 

◎障害福祉関係機関関係委員 こちらのところは、放課後等デイサービスという

ことで、小学校１年生から高校３年生までということで、今日の議題の前段にあ

った未就学児の保育園の問題とはちょっと違った感じがします。 

 現状としては、基本的に当施設では、いわゆる知的障害、自閉症スペクトラム

を受け入れる事業所と、重心児を対象とした事業所に分かれております。重心児

の施設では、当然、もうこちらの手引き、導尿、全ての医ケアをやれるような体

制を取っておいて、知的、何といいますか、医ケア児、単純な医ケア児を通常の

知的を対象とした施設で受け入れるかというと、ほぼ１型糖尿のインシュリンの

補給であるとか、あとストマぐらいですかね。今のところ、知的の施設では３名

ぐらいしか受け入れられてない状況です。 

 といいますのが、例えば経鼻管の、ほかに元気な子がいっぱいいるので、多分、

一瞬で経鼻管外されると思います。そこでマンツーで医ケア児を見ることができ

るかというと、そういう状況でもないので、あちこちで水が出たりしてますので。

なかなか通常の知的施設で医ケア児の受入れというのはそのケアの内容にもよ

りますけど、難しいのかなと。 

 じゃあ、重心児、重心施設で受入れとなると、経済的な問題があって、重心施

設では看護師、理学療法士、作業療法士、正規職員が対応しておるんですけれど

も、受給者証に重心という明記があれば、それなりの報酬はいただけるんですけ

れども、そうでない場合というのはかなりかかって、じゃあ、コスト的に合うの

かという問題があります。 

 最近は医ケア児というくくりができましたものですから、で、小金井市役所さ

んも、通常ですと、送迎４０点のところが、個別サポート１の医ケアがつくと８
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０点になるとか、ちょっとずつ上がってはきているので、受け入れやすくはなっ

ているんですけれども、なかなか、その他の要因ですね。元気な子がたくさんい

る状況では難しいなと。 

 いずこも同じで、知的の施設も重心の施設も、もう定員が先ほど言いましたよ

うに小学校１年生から高校３年生までの間なので、上が抜けていかないと、なか

なか新規受入れができないというような状況です。 

 我々の放課後等デイサービスの事業者からすると、あるいは利用者さん、保護

者からの声としては、また議題とは外れるんですけど、高校を卒業した後、どう

してくれるんですといったところが課題になっていて、今回の協議会の内容かと

思います。 

◎会長 ありがとうございます。 

 スタッフさんたちに、何かそういう研修みたいなのやったりとかあるんですか。 

◎障害福祉関係機関関係委員 ええ。一応、直近ですけれども、痰吸引の頻回な

子がいて、あと導尿も随時やらなくちゃいけないような、中学３年生の男の子な

んですけれども、その辺の看護師さんも、これちょっと看護師さんには失礼なん

ですけど、なかなか、「私、導尿やったことあります。男性の導尿やったことあり

ます。」という看護師さんも、全員が全員やったことあるわけじゃないんですね。

よく分からないんですけど。本当かうそか知らないですけど、大きな病院だと、

やっぱり同性介護がいいって、男性の導尿、男性にやってもらうと。女性は、女

性の看護師が男性の導尿やったことないという、え、そういうこともあるんだと

思って。 

 導尿はさすがにあれなんですけれども、痰吸引なんかは、特定の病院の研修を

受けてもらって、一般の事業所で対応とそういった研修は受けるというニュアン

スです。 

◎会長 ありがとうございます。 

◎コーディネーター 先ほどの中学校の普通通級のほうにという、お部屋の大き

さはとかというのが、例えば、５番、ナンバー５とナンバー６の方なんですけど、

例えば、ナンバー５の方なんかは、恐らく普通級か中学校に進まれると思います。 

 この方は、もともと導尿があったんですけど、今は浣腸だけになったという方

です。導尿はそれこそ訪問看護ステーションが学校まで行って導尿していたとい

うケースです。修学旅行なども、訪問看護の看護師が一緒に行って、２泊３日と

いうのを、この間、修学旅行終わったところです。 

 学校では、学校でこの子にやったときは、もう普通のトイレの一角のトイレ、
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その中で行うという形をしておりました。 

 ナンバー６の方、現在進行形な方ですけども、この方については、みんなのト

イレという、ちょっと大きめなトイレがあって、そこに棚を置いて、物品などを

置いて、そこで今、導尿をしている状況で、学童ではできないということから、

学童から学校に来てもらって、みんなのトイレでやっているという形。学童は、

すぐ隣にあったりするので、なので、このお二人は環境を、でも、ドアが開かな

かったりしたので、みんなのトイレが、そこを直していただいたりして、今、実

施できている状況。 

 ただ、本当にさっきの、どういった、酸素だったりという子が中学校、小学校

に行きたいという子が必ず現れてくると思いますので、そのときはまたできると

ころがどこかというところを見ながらやっていくのがいいかなとは思っていま

す。 

◎会長 ありがとうございます。酸素つけている子が、家庭科とか理科の火使う

ところにちょっと行けないとか、そういうのが、また学校に上がってくると、い

ろいろ出てきて、そういうことも学校って想定してないことが多いので、今みた

いな御意見いただけると、すごくありがたいです。障害福祉関係委員さん、何か

ありますか。 

◎障害福祉関係機関関係委員 すいません。ちょっと質問なんですけど、一般の

保育園とか幼稚園に受入れするときに、もちろん個別の支援というのは必要だと

思うんですけれども、ほかの周りのお子さんの理解も、これやっちゃいけないよ

とか、触っちゃいけないものとか、そういうのも大切になってくるのかなと思う

んですけど、そういった教育というか指導みたいなのって、どんなふうにされて

いるか、お聞きしたいです。 

◎会長 どちら。お願いしていいですか、教育機関関係委員。ありがとうござい

ます。 

◎教育機関関係委員 子供に対しての教育、どういうふうなルールだよとか、こ

ういうふうに大切に、この子、していこうねとか、そういうやり方もあると思う

んですけど、あともう一つは、健常児の方の親御さんの御理解も、どういうふう

に御説明をしていくか、何をお子さんと保護者の方が置き換えて、例えば、クレ

ームではないですけれども、うちの子が何かしちゃった場合、それはうちの責任

になるんですかとか、嫌な言葉ですけど、申し訳ないんですけど、例えばですよ、

そういうことを想定したときに、そういう一般の方たちの御理解をどう得ていく

かといったところと、あと職員の心のケア、サポート。先ほどおっしゃっていた
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だいたんですけれども、担当した担任だったり、補助だったり、何か起こしてし

まったときに迷惑になってしまうような世の中の中、どこまでその職員を守り切

れるか、そういうところも考えていかなければいけないかなんて、まだ答えがな

いですし、何が心配事になるか、何が問題になっていくかということも分からな

いんですけれども、悲しいことですけれども、インクルーシブが本当は理想です

けれど、すいません。 

◎会長 よろしいですか。 

 お願いします。 

◎保育機関関係委員 そうですね。うちの保育園では、医療的ケアのお子さんじ

ゃなくても、障がい児のお子さんも受入れを行っていますので、ただ、医療的ケ

アのお子さんですと、そういうふうに座ってはいけないとか、そういったところ

は伝えてはもちろんいくんですけれども、今ここに書かれているお子さん、受け

入れる前から、児童発達支援事業所と連携を取らせていただいて、幼児クラスな

んですけれども、児童発達支援事業所が３名ぐらいお子さんを連れて、うちの園

のほうに来ていただいて、交流をする日を設けたりということを行っているので、

その中でも、そういう子たちと自然の遊びの中で関わったりとか、もちろん事前

に触ったりしないということも伝えたりはするので、そういうところで自然にと

いいますか、子供たちのほうが、そういうところでは自然に受け入れていく力が

ありますので、こちらもいろいろ学ばせていただいているというところです。 

◎会長 どうもありがとうございます。そうですよね。小学校の高学年頃なんて、

ぽんと入ってきたりすると、結構ハードル高いことがあって、説明をしに行った

りするんですけど、今日のお話聞いていて、年齢によっていろいろあるだろうな

というのも考えなきゃいけないなって思ったのと、あと目に見える形で管がつい

ているとか、寝ているとかというふうにすれば分かるけど、ちょっとこことはあ

れかもしれないですけど、精神疾患のお子さんとか、そういう目に見えない、外

側から見て、ちょっと分からないという子たちも結構大変なんだろうなというの

を改めて考えていました。すいません。 

 これで全員お話しいただいて、あとコーディネーターさん、また後でお話しい

ただけたらと思いますが、ありがとうございます。 

 ほかに、この医療的ケア児の受入れ体制について、何か御意見とかありました

ら。次の議題に行っても大丈夫ですか。よろしいですか。 

 では、次の議題。もし、何かありましたら、また戻っていただきたいと思いま

す。 
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 次は、議題２の協議事項のイです。受入れ機関等の人材育成についてというこ

とを議題としたいと思います。 

 御説明を、事務局さんのほうからお願いいたします。 

◎事務局 事務局です。昨年の１１月１７日に開催しました令和５年度第２回協

議会でいただいた御意見として、医療的ケア児を受け入れる側のスタッフが何を

怖がっているのか、どうなっちゃうから自分ができないと言っているのか、そう

いうところを拾って教育していかないと、地域に疾患がある人や障がいのある人

を受け入れていくという全体の質の底上げにならない。病気があるのは子供だけ

ど、そこを怖がっているのは周りだから、講習会や勉強会をやったりして、周り

の人の不安を取っていかないと駄目なのではという意見がありました。 

 この御意見を受けまして、受け入れる側の不安を取り除くに当たり、どのよう

なことをやればよいのかという点につきまして、改めて御協議いただきたいと思

います。 

◎会長 どうもありがとうございます。 

 先ほどの皆さんの御意見からつながるところがあると思いますが、受け入れる

側の不安を取り除くための方策というところで、もし、皆さん、今の続きでお話

がありましたらと思いますが。今、お話しくださいましたね。 

 もし、ほかになければ、今、事務局さんの御説明にあった中で、講習会や勉強

会をやったりということが、それによって不安を下げるということがありました

けれども、保育園などをはじめとする受入れ機関のスタッフを対象に、ドクター

などから医療的ケアに詳しい方による講習会などは行ったらいかがでしょうか

という意見があります。その場合、講師の方や会場の確保、またその予算、先ほ

どから出ていますけど、予算が必要かと思いますが、その点について、事務局さ

んのほう、どのようなお考えでしょうか。 

◎事務局 事務局です。まず、講演会を実施する場合の講師につきまして、こち

らにつきましては、副会長の富永委員のほうに事前に相談させていただきまして、

講師を引き受けていただけるということで、御了承いただいているところではご

ざいます。 

 また、会場につきましては、小金井宮地楽器ホールの小ホールを、今、仮予約

しているような状況になっておりますけれども、ただ、予算については、これか

ら庁内で精査しまして、さらには予算案として、市議会で審議していただいた上

で決まるという形になりますので、現時点では、まだお約束はできないという状

況ではございます。 
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 事務局からは以上です。 

◎会長 ありがとうございます。それぞれの施設というわけではなく、全体で講

演会をやって、富永先生に来ていただいて、お話をいただくということですかね。

その場合は、私たちも参加したり、ほかも。宮地楽器ホールの小ホールですから、

１００人近く入れるんですよね。そういう形で御関心がある方とかに参加してい

ただくという形になりますか。 

◎事務局 まず、実施の対象として、今、事務局のほうで考えているのは、保育

園ですとか、学校ですとか、そういうところの職員のスタッフの方、実際に受け

入れる立場の方、あるいは訪問看護ステーションの方ですとか、そういった支援

に関わる方、そういった方を対象にしたいと思っています。その辺に、こちらの

委員の皆様も任意で参加していただければ、知識を深めていただけるのかなと思

っておりますので、ぜひ御参加いただければと思います。 

◎会長 というような計画があるそうですけど、そのことも含めて、こんなふう

にして、スタッフの方たちの不安を下げたり、力量を向上させたりということ、

皆さんのお考えとか御質問などありましたら出していただけたらと思います。ど

うぞ。 

◎医療機関関係委員 僕もこの会議で、いろんな知らないことが多いので、医療

のいわゆる手技とか、こういったものがついている、こういった機械がついてい

るとか、そういった、こういう処置を行って、もしこうなった場合はこうするん

だよとか、そういった話はできるかなと思うんですけど、ただ、僕がここに来て、

いろいろ皆さんの御意見聞くと、もっと医療じゃない部分の話が、すごい勉強に

なるなと思っていて、今回、その体制とか、皆さんの不安を取るとか、そういっ

た目的でやるものなので、僕の中のイメージでは、いらっしゃってくださる方々

に、逆にどういうことが不安なのかとか、情報を集めたいなと考えておりますの

で、もし委員の皆さんの方が来ていただくと、そういった情報を聞ける場になる

んじゃないかなと、ちょっと思っています。 

◎会長 どうもありがとうございます。何かちょっとわくわくしますけど。 

 何か、こんなふうにしたら、今みたいに事前に皆さんの不安やニーズを聞いて

というようなことが出てきましたけど、こんなふうにしたらどうですかとか、こ

ういう形で、こういう人たちにも参加してもらったらどうですかとか、もし皆さ

んの中で御意見や、ちょっとお考えがあったらお聞かせください。 

 じゃあ、医ケア児コーディネーターさん、お願いします。ありがとうございま

す。 
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◎コーディネーター よろしくお願いします。 

 いろんな方とお話しさせていただいているときに、職員側の不安な気持ちとい

うのが、何かあったら救急車を呼べばいいというところはそうなんですけれど、

待っている間の不安をどう解消したらいいですかというところに一番引っかか

っているんじゃないかなというのを、私たちは話していて思うので、その点をち

ょっと触れていただけるとありがたいなと。 

◎会長 救急車が来るまでの医療の方たちにつなぐまでのという。 

◎コーディネーター はい。 

◎会長 ありがとうございます。お願いします。 

◎コーディネーター 今言っていた救急車を呼ぶ、その判断もあったりして、医

ケアの手技というのは看護師さんたちなので、先ほど導尿したことないとかとい

う方もいるんですけど、でも、それは練習とか、それこそそこに通っているとこ

ろに行って、見たり練習したりして獲得できるんですけれども、先生、ドクター

から、ちょっとあれですけど、責任の所在ってどこなのってなってくると思うん

ですね。なので、例えば、救急車を呼ぶ判断というのを、細かく、例えば、主治

医に、こうなったら呼んで、ここからここまではこうなるかもしれないから、そ

のときはこうしてとなってくると、例えば、じゃあ、アンビュー。となってくる

と、アンビューなんか触ったことない人がいると思うので、そういうところ、多

分いろいろ聞きたい方たちが多いんじゃないかなという。ドクターから、しっか

り指示をいただくんだけど、その指示だけでは動けないというか、医療的ケアの

指示は全然できるかもしれないんですけど、その周りの、ちょっと違う、逸脱し

たことが起きたときに、じゃあ、誰がその。でも、その辺を、例えば、ドクター、

先生に、お医者さんに全部聞きたいし、じゃあ、お医者さんがいいよと言ったか

らいいのかというふうになってくるんですけど、それはあくまでも医療的ケアが

遂行できるから、いいよなんですけど、その前段階のときに、先ほど言った、何

か起きたときのが、その見えないところが怖いみたいなので、そこをですね。医

療的ケアは多分怖がってないんですよ、実は。その見えないところ、例えば酸素

だったら、夜に酸素吸入をしている。でも、昼は全然やってないので、医ケアじ

ゃないですとなっても、夜やるということは何かしらあるということですかとい

うことになるんですよね。そこに恐怖がすごく出てくると思うので、その辺をお

話ししていただいたり、教えていただけたらという質問が出るんじゃないかと思

うんですけどね。 

◎会長 すいません。結構ケース・バイ・ケースですね。 
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◎医療機関関係委員 こんなところで話を決めていいのか分からないけど。 

 責任の所在を求め始めると、責めるカルチャーにしてしまうと、何事も受け入

れることができなくなっていってしまうんですよね。だからこそ、さっき言った、

救急車呼べばいいんじゃというという一言は、こっち側が責任持つからというふ

うな言葉でもあるわけですよ、医療側が。だから、まずはその不安を取るところ

を冷静にしなきゃいけないので、なるほど貴重な意見だと思うんですけど、僕の

中では、そのバックについている先生がするから、そこはもう先生が全部責任取

るから大丈夫だよという形にしていかないと、うまくいかないかなという気はし

ています。ケース・バイ・ケース過ぎて。処置が、その事態を全部想定して動く

ということは、まず無理だと思っていて、そんなことは起こるよね。 

◎コーディネーター 医療的ケアじゃない子でも起きることが、それこそジャン

グルジムから落ちるかもしれない。それとあまり変わらないような予想外の出来

事なので、そこが拭えるのはやっぱり大変かなという。 

◎医療機関関係委員 強い一言じゃないと駄目だということですよね。このケー

スはこうです、あのケースはこうですだと、その不安って、延々と枝葉のように

伸びていくので、強い一言、僕が責任取るからいいですみたいな、そういうので

一蹴しないと難しいのかなという気がしています。 

◎会長 自分の話ですけど、今、お話聞いていて思い出したことがあって、教員

になって３年目にてんかんのお子さんを持つことが決まって、それで４月から持

つとなって、２月から３月にドクターとお話をしたり、親御さんと話をしたり、

そのてんかんの対処のビデオとかを見たんですけど、実際にその子が発作を起こ

した瞬間、やっぱり目が白目むいて、口から泡吐き出して、救急車呼ばなくてい

いと言われてたのに、僕は救急車を呼んでください！と言って呼んでもらったこ

とを、今、すごく思い出して。 

 ２回目からは大丈夫になったんですけど、でも、そのときの救急車の方が、「い

いんです、呼んでくださって」と言ってくれて、すごくほっとしたのを覚えてい

て。今、安心した話と、そういうときは、ばしっと言ってくれる人がいるという

ことが。そんなことを、ちょっと、うるうるしているんですけど、あのときのこ

とを思うと。教員になって３年目だったので、２６歳ぐらいのときにそういう経

験したのを今、思い出したりしていました。そういう安心する一言とかを、この

会でいただけるとうれしいなと思います。 

 皆さん、何かほかにありますか。お願いします。 

◎障害福祉関係機関関係委員 スタッフもそうなんですけれども、やはりお子様
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をお預かりするというところで、保護者の方、全員が全員、今の目の前にいるお

子さんの現状というか状態を受け止めているとは、言えない場合も多分あると思

うんですよね。そのときに私たちがスタッフとして、どのように最低でも心がけ

ておかなきゃいけないことというか。あと、今おっしゃったように、どんなふう

に一緒に成長を喜べるかというところの何かアドバイスなんか聞けたらいいか

なと思います。 

◎会長 保護者の方への。 

◎障害福祉関係機関関係委員 寄り添い方    。 

◎会長 だそうです。 

◎医療機関関係委員 上手ですね。おっしゃるとおりだと思うんですよ。不安と

いうのが、医ケア児じゃなくて、親御さんに対する不安というのを多分、皆さん、

持ってらっしゃると思うんですけど、それって、本当におっしゃるとおり、受け

入れていない状態のお母さんの方が多くて。小さい病というんですけど、イムネ

スというのは、疾患は子供が持っていてもイムネス、病はお母さんがもっている。

そこをケアしなきゃいけないというのが、小児の最大に難しいところなんですけ

ど、それによって周りが不安になるところまで行くと感じた。 

 一言では言えないところではあるんですが、だから、先ほどコーディネーター

さんも意見くださったように、処置とかというのは、そんなに複雑ではないこと

が多いんですよ。複雑じゃない形になって地域に返ってくることが多いんですけ

ど、複雑なのはお母さんなので、そこを、そういう状態だっていうことを周りが

認識するというのが一番ですが、このお母さんは、まだ疾患がある子供の、何と

なく受け止め切れてない感じがするよねというのをみんなで共有しておくと、周

りがサポートしやすいですというふうにするしかないかなと、ちょっと思うんで

すけど。 

◎会長 そうですね。「だから、あの親御さんは」とならない方向で、みんなが、

あ、そうだよねって。だって、他人だって受け入れるの難しいですもんね。教室

にしんどい子がいたりしたときにそんな、お聞きしていて思います。何かその辺

をまた、何かいっぱいハードル上がっていますけど、どうぞよろしくお願い。 

 ということは、この講習会を実施する方向でということだと思うんですけど、

現時点で事務局さんのほうから何か御案内できることがあったら教えてくださ

い。 

◎事務局 現時点で仮予約をしている状況としましては、令和７年７月４日金曜

日１８時から小金井宮地楽器ホール小ホールでの実施を予定しております。 
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 先ほども申しましたけれども、協議会とは別に、関係機関のスタッフの方を対

象とする講演会として実施を予定しておりますので、委員の皆様がいらっしゃる

場合、無報酬での任意参加ということにはなってしまうんですけれども、ぜひ御

参加いただければと思います。 

 事務局からは以上です。 

◎会長 ありがとうございます。じゃあ、来年度の７月４日金曜日ですね。これ

は協議会とは別ということで。 

◎事務局 はい。 

◎会長 年２回やっている協議会とは別で、関係のスタッフ方が対象ということ

ですよね。 

◎事務局 今のところ、その想定で計画はしています。 

◎会長 ということは、医療的ケア児の御家族が来るとかというのではなく、ス

タッフを中心にということですね。 

◎事務局 はい。あくまで受入れ機関の、いただいた意見というのは地域の底上

げにつなげたいという御意見をいただいておりますので、市内の保育園ですとか、

そういったところのスタッフの方にお声をおかけしたいなと考えています。 

◎会長 ありがとうございます。 

 １８時です。大丈夫です。 

 では、以上で御用意いただいた議題は終了なんですけれども、何かほかに皆さ

んのほうからありますでしょうか。お願いします。 

◎障害福祉関係機関関係委員 すいません。ちょっと話がそれちゃうかもしれな

いんですが、障害福祉関係機関関係委員からも話がありましたけど、１８歳を超

えた子たちの行き先というのが、私も中学生、高校生の子を見ていることが多い

んですけども、本当に厳しい状況で、生活介護を使われる方が多いんですけれど

も、週５日を希望されていますけど、なかなか週５日、１つのところで受け入れ

るというのが、今、現状ない状況で、週２日とか、１日とか、いろんな事業所を

分けて何とか回しているという状況があるんですけれども。それで、地域の社会

資源をどうにかならないかなというのは、常日頃、喫緊の、お母さま方も、その

ことでも常に不安があるというところなんですけれども。 

 それで、今年度から自立支援協議会で施設の検討部会というのが立ち上がって

いるんですけれども、そこに、例えば、ここにちょっと、どういうやり方をして

いいか分からないんですけれども、要望とか意見を医ケアの中で出すということ

はできないんでしょうか。現実に、それがすぐに施設、何かそういう、できるか
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どうかは分からないんですけれども、でも、今後、まだまだどんどん新規の方も

入られていますし、必要になってくると思うんですね。なので、声を上げていか

ないといけないのかなと思っていまして、そういうことができないかどうか、ち

ょっと。 

◎会長 なるほど。どうもありがとうございます。医療のほうも小児と成人の間

の、ちょうどＡＹＡ世代と言われている子たちをやっていかないといけないとい

う形で動き始めたりしている状況があるので、本当に喫緊の課題だと思っていま

す。 

 ここはそういうことを、議会とか市長さんに言えるあれではないんですけど、

でも、議事録に載るということがすごく大事なことだと思っていますので、今の

障害福祉関係委員のお話とか、皆さんのお話、１８歳の子供たちが困っているん

だよということは載るんですよね、事務局。 

◎事務局 はい。じゃあ、事務局から。 

◎会長 その辺、ちょっと教えていただけたらと思います。 

◎事務局 議事録のほうに載るので、ここで出た意見ということで受け止めるこ

ともできますし、障害者施設支援検討部会というところに佐々木由佳委員が所属

されておりますので、その審議会でこういう意見が出てましたということで御発

言いただくのもありかなんていうのは思います。 

◎会長 何かありますか。 

◎教育機関関係委員 全然、ちょっと話がずれちゃうかもしれません。 

 テレビで千葉の「５２間の縁側」といって、子供食堂とか、そういった障がい

者を受け入れる施設の関係の方が、老人介護の全部があったりして、昔の寺子屋

をイメージした、昔の江戸の尺の測り方でつくった、すごくすてきな施設があっ

て、そこはできたばかりで、すごく有名な建築家さんがつくった、賞を取られた

場所で、地域の患者たちもお祭で、別に市が起こしたり、何か計画したわけじゃ

ないのに、地域の方がみんな集まってきたり、庭をつくるのも、住人の方たちと

一緒につくったり、すばらしくすてきで、いろんな人が来てもいいよって、いろ

んな人が助け合おうねみたいな、すごく格好いいなと思う施設があったんですよ

ね。千葉にもすばらしい自然があるところかもしれないけど、そこの発起人にな

った方が、老人ホームを経営されている、昔から出てらっしゃった方で、すごく

頑張っていらっしゃってて、そういういろんな方たちで協力し合って、いろんな

施設があったりして、いろんな住民の方たちもボランティアで参加して、幼稚園

も保育園も遊びに行って、老人の方も刺激を受けてみたいな、そういうのがあれ
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ばいいな。そういう話は議場なんですけど、すいません。 

◎会長 ぜひ、１８歳のことを委員会でお伝えいただけたらうれしいなと思いま

す。 

◎教育機関関係委員 全然関係ない話をして失礼いたしました。 

◎会長 保育のところの話が結構中心になっていくんですけど、未就学児の子た

ちの、まず最初のファーストコンタクトのところをすごく大事に考えますけど、

出口じゃないですけど、こっちのほうも、これからまた考えていけたらうれしい

なと思っていますので、いろいろ情報いただけるとうれしいです。 

 では、特に何かありますか。今日はこんな感じでいいでしょうか。ありがとう

ございます。 

 では、３番目の、もう次年度ですね、次年度の開催についてですけれども、事

務局様のほうからお願いいたします。 

◎事務局 事務局です。開催時期につきましては、本年度同様、５月と１１月の

２回開催することを予定しております。時間帯につきましては、金曜日の１８時

からということで会場を確保したいと思います。会場が確保できましたら、委員

の皆様に参加の可否を確認させていただきまして、最も参加者が多い日で調整し

たいと思いますので、その際は御協力をお願いいたします。 

 事務局からは以上です。 

◎会長  ５月と１１月の金曜日ということでございます。皆さんの御都合を確

認した上で調整することということですけれども、調整について、何か御質問と

か御意見ございますでしょうか。 

 では、そういう連絡が事務局のほうから来ましたら、御協力いただくようにお

願いいたします。 

 以上で令和６年度第２回小金井市医療的ケア児支援連絡推進協議会を閉会し

たいと思います。今日もどうもありがとうございました。保育の方も来ていただ

いて、ありがとうございました。 

 

（午後７時２９分閉会） 


